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狭 山 の 史 跡

　

創
立
は
不
明

で
、再
建
は
明
治

14
年
12
月
で
す
。

明
治
５
年
社
格

制
定
の
折
、一
村

の
鎮
守
と
し
て
、

村
社
に
列
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

明
治
40
年
５
月
18
日
に
許
可
を
得
て
、

青
柳
下
に
あ
っ
た
第
六
天
神
社
と
稲
荷
神

社
の
移
転
を
し
て
境
内
社
と
し
、さ
ら
に
、

昭
和
42
年
東
脇
道
路
改
修
の
際
に
は
、富

士
嶽
神
社
を
境
内
社
と
し
ま
し
た
。

　

元
旦
祭
、祈
年
祭
、春
季
例
大
祭
、天
王

さ
ま
、秋
季
例
祭
に
は
青
中
囃ば

や
し子
が
奉
納

さ
れ
ま
す
。

所在地 青柳475番地

多くの会員の協力で廃品回収を行っています

狭
山
台
第
二
住
宅
自
治
会

　

昭
和
50
年
、日
本
住
宅
公
団
が
狭
山
台
団
地
五
街
区

に
開
発
し
た
分
譲
住
宅
２
７
０
世
帯
が
私
た
ち
の
自
治

会
で
す
。会
費
は
徴
収
せ
ず
に
、月
に
一
度
の
廃
品
回
収

を
主
な
収
入
源
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

行
事
の
メ
ー
ン
は
夏
の
夕
涼
み
会
で
す
。自
治
会
の

中
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
が
、夕
涼

み
会
で
は
、「
ふ
れ
あ
い
の
会
」が
団
地
内
で
育
て
た
梅

の
実
で
作
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
と
し
て
各
種
模
擬

店
が
出
店
し
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、花
火
、ス
イ
カ
割
り
な

ど
で
、会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、高
齢
化
や
単
身
世
帯
の
増
加
に
対
応
し
た
、

安
心
し
て
住
め
る
環
境
づ
く
り
も
検
討
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

氷 川 神 社氷 川 神 社

　公式モバイルサイトで市内の
史跡を巡るコースを多数紹介し
ています。ぜひご覧ください。

みん
なでつなぐ

市民リレー

　還暦を迎えたことをきっか
けに始めたバイオリンは、私
にとって、なくてはならない
大切な存在となっています。
　若いころから、バイオリン
の美しい音色や流線形のフォ
ルム、奏者の立ち姿に憧

あこが

れて、
いつかは挑戦してみたいと思っていました。
　現在、私が所属しているさやま管弦楽クラ
ブでは、広瀬公民館での定期演奏会をはじめ、
高齢者施設や児童館での演奏をしています。
　私たちの演奏を熱心に聴いてくださる皆さ
んを前にすると、本当にバイオリンを始めて
よかったなと、つくづく感じています。これか
らの目標は、さらに練習を重ね、有名な曲を心
地よい音色で演奏できるようになることです。
　仲間から「お前の宝物はお酒だろう！」と聞

こえてきそうで
すが、そんな仲
間は、もっと大
切な宝物です。
　次回は、堀兼
にお住まいの方
を紹介します。

私の宝物 …

バイオリンで楽しい毎日です

　「ヴィレッジグリーン」
と呼ばれるワージントン
市の緑豊かな美しい街並
みを歩いていると、バスケ
ットに四季折々の草花が
飾られた街路灯が人々を
迎えます。これはオハイオ
ランプと呼ばれ、市内のメーン通りに並ぶ、文
字どおり花を添えるワージントン市の象徴で

もあります。
　市役所の正面入り口には、
1999年に姉妹都市を締結し
た際、ワージントン市から寄
贈されたオハイオランプが立
っています。（写真左）

オハイオランプ

アメリカ合衆国ワージントン市

小澤　剛さん
（広瀬在住）

演奏は難しいですが、それ
だけにやりがいも感じます
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情
報
ガ
イ
ド　

□
市
政　

□
暮
ら
す　

□
教
育
・
子
育
て
・
キ
ッ
ズ　

□
学
ぶ
・
楽
し
む　

□
募
集　

□
官
公
庁
な
ど

７
月
10
日
㈰
は

狭
山
市
長
選
挙
の
投
票
日

　

７
月
26
日
の
任
期
満
了
に
よ
る

狭
山
市
長
選
挙
の
告
示
日
を
７
月

３
日
㈰
、投
・
開
票
日
を
７
月
10
日

㈰
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時
５
月
28
日
㈯
、13
時
か
ら　

場
所
市
役
所
６
階
会
議
室　

問
合

せ
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
内

線
６
０
６
１

障
害
者
の
た
め
の
軽
自
動

車
税
の
減
免
制
度

　

障
害
が
あ
る
方
本
人
か
、そ
の

家
族
が
障
害
者
の
た
め
に
使
用
す

る
車
の
軽
自
動
車
税
な
ど
が
、減

免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。適

用
は
、軽
自
動
車
、小
型
自
動
車
、

普
通
自
動
車
の
い
ず
れ
か
１
台
に

な
り
ま
す
。

対
象
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手

帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
で
、障
害
の
程
度
が
一
定

以
上
の
方　

対
象
車
両
①
障
害
者

が
所
有
し
、本
人
が
運
転
す
る
車 

②
障
害
者
が
所
有
し
、生
計
を
と

も
に
す
る
方
が
運
転
す
る
車 

③

障
害
者
と
生
計
を
と
も
に
す
る
方

が
所
有
し
、障
害
者
の
通
院
や
通

学
な
ど
に
使
う
車 

④
障
害
者
の

み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
が
所
有

し
、障
害
者
の
通
院
・
通
学
な
ど
の

た
め
に
常
時
介
護
者
が
運
転
す
る

車 

⑤
障
害
者
用
に
作
ら
れ
た
車

（
障
害
者
用
に
作
ら
れ
た
車
の
車

両
減
免
は
、障
害
に
係
る
手
帳
は

不
要
で
車
検
証
が
必
要
）　

※
自

動
車
税（
軽
自
動
車
税
を
除
く
）は

県
自
動
車
税
事
務
所
所
沢
支
所
へ

☎
２
９
９
８
‐
１
３
２
１　

申
込

み
５
月
24
日
㈫
ま
で
に
23
年
度
軽

自
動
車
税
納
税
通
知
書
、障
害
に

係
る
手
帳
、運
転
免
許
証
、印
鑑
を

持
っ
て
市
民
税
課
へ
内
線
１
０
９

３あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

温
か
い
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
青
梅
信
用
金
庫
か
ら
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
文
化
・
体
育
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
た
め
に
30
万
円

▼
東
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好

会
か
ら
災
害
支
援
の
た
め
に
３
万

円

▼
特
定
非
営
利
活
動
法
人
グ
リ
ー

ン
オ
フ
ィ
ス
さ
や
ま
か
ら
災
害
支

援
の
た
め
に
５
万
円

み
ど
り
の
基
金
へ
寄
附

▼
入
間
川
婦
人
会
か
ら
７
千
２
３

６
円

６
月
１
日
〜
30
日

緑
の
募
金
運
動
に
ご
協
力
を

　

こ
の
運
動
は
、公
益
社
団
法
人

埼
玉
県
緑
化
推
進
委
員
会
が
行
っ

て
い
る
家
庭
募
金
で
す
。県
内
の

学
校
や
公
園
な
ど
の
身
近
な
緑
化

事
業
に
充
て
ら
れ
る
ほ
か
、50
％

が
市
の
み
ど
り
の
基
金
へ
還
元
さ

れ
、緑
地
の
取
得
・
保
全
な
ど
に
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
み
ど
り
公
園
課
へ
☎
２
９

５
３
‐
５
１
１
１

消
防
団
幹
部
の
紹
介

　

29
名
の
新
入
団
員
を
迎
え
、総

勢
３
１
１
名
で
地
域
の
尊
い
命
と

財
産
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た

め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

団
本
部
／
団
長
伊
藤
隆
弘　

副
団

長
下
村
雅
明
、岩
城
利
治　

団
本

部
員
粕
谷
紀
仁
・
田
島
隆
二　

分

団
／
分
団
長
・
副
分
団
長
▼
第
一

分
団
…
細
田
浩
史
・
石
田
克
仁 

▼

第
二
分
団
…
島
﨑
克
之
・
岩
澤
哲

也 

▼
第
三
分
団
…
仲
川
知
範
・
清

水
芳
則 

▼
第
四
分
団
…
松
本
浩

史
・
諸
口
政
人 

▼
第
五
分
団
…
渡

邉
裕
貴
・
栗
原
大
輔 

▼
第
六
分
団

…
藤
巻
健
一
・
増
茂
道
夫  

▼
第

七
分
団
…
石
井
明
彦
・
髙
橋
弘
樹   

※
敬
称
略　

問
合
せ
警
防
課
へ
☎

２
９
５
３
‐
７
１
１
４

子ども手当の支給

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など 　 04-2953-1111　　04-2954-6262

公式ホームページ　http://www.city.sayama.saitama.jp/
モ　バ　イ　ル　http://www.city.sayama.saitama.jp/mobile/
市役所の所在地　〒350-1380 狭山市入間川1-23-5

情報ガイド情報ガイド情報ガイド情報ガイド 主に市からのお知らせを掲載します
「定員」は原則として先着順、「場所」の掲載がない催しは
問合せ場所が会場、「費用」の掲載がないものは無料です
公式ホームページにはさらに多くの情報があります

情報ガイド情報ガイド情報ガイド情報ガイド

市
　

政

市
　

政

市
　

政

　子ども手当は、平成23年4月分から
9月分までの6か月間は、一部の方を除
き手続きをしなくても現行どおり支給
されます。10月分以降の手当額や対象
年齢、支給時期などは、決定次第お知ら
せします。
支給対象中学生以下　支給額1人につ
き月額13,000円　支給月（予定）6月（2
月～5月分）・10月（6月～9月分）
◆申請手続きが必要な方
①出生などにより新たに養育する子ど
もができた方
②すでに受給していて、出生などによ
り養育する子どもが増えた方
③すでに受給していて、狭山市に転入
された方
※今年6月の現況届の提出は不要
問合せこども課へ内線1534


